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令和５年１２月１９日発行 No.３５ おおたま学園コミュニティ・スクール委員会
（事務局：大玉村教育委員会内 連絡先：４８－３１３８）

「２０２３ おおたま・オータム・フェスタ」

昨年度に引き続き、今年度も「２０２３ おおたま・オータム・フェスタ」が開催されました。
小・中学校については、当日に安達太良登山ができるかどうかが実施基準であり、９月３０日(土)が荒
天で登頂できなかったため、各活動を１０月１日（日）に延期して行いました。安達太良登山は何とか
実施できましたが、逆に下界が朝のうち雨だったために、大名倉山登山が中止になってしまいました。
また、(10時頃に雨はやんだのですが）予定とは別の内容に変更して行った活動もありました。
１０月１３日（金）には両幼稚園合同で「スポーツ交流イベント」が行われましたが、こちらは秋晴

の爽やかな天候の中で園児たちや協力団体の方々の笑顔いっぱいの活動となりました。
子どもたちは、他校・園の子たちや地域、保護者、各関係団体の方々とのふれ合いや活動を通して、

楽しい一日を過ごすことができたようです。ただ、様々な課題も残りましたので、今後それを解決でき
るよう検討・改善し、次年度の計画や活動に生かしていく予定です。

☆活動の紹介をします！☆

対象学年 実施した活動 ご協力いただいた団体（敬称略）

幼稚園児 スポーツ交流イベント ・大玉スポーツ民踊会 ・大玉ずんね会

(年中・年長) ・大玉村老人クラブ連合会

小学 1･2年生 昔遊びとグラウンドゴルフ ・大玉村老人クラブ連合会 ・グラウンドゴルフ協会

中学 3年生 ＜体育館等で昔遊びのみ実施＞ ・交通安全協会（大山・玉井分会） ・大玉村婦人会

・地域ボランティア ・保護者ボランティア

小学３年生 大名倉山登山 ・安達太良を知る会 ・村産業課

＜中止＞ ・保護者ボランティア

小学４年生 安達太良ふれあい登山 ・あだたら山の会 ・安達太良を知る会

・アマチュア無線クラブ ・保護者ボランティア

小学５年生 県民の森スコアオリエンテーリ ・福島県オリエンテーリング協会 ・交通安全母の会

中学２年生 ング ・保護者ボランティア ・岳温泉観光協会(ゼッケン借用)

小学６年生 ミニ運動会 ・大玉村防犯協会（大山・玉井）

中学１年生 ＜体育館で実施＞ ・保護者ボランティア

地域の皆さま、ご協力ありがとうございました。

～スポーツ交流イベント～ ～昔遊び・グラウンドゴルフ①～
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～安達太良ふれあい登山～ ～昔遊び・グラウンドゴルフ②～

～県民の森スコアオリエンテーリング～ ～ ミニ運動会 ～

☆ 実施後のアンケートより（主なものを抜粋）
たくさんのご感想、ご意見ありがとうございました。全てを掲載するのは難しいので、子どもの感想については

主なもの、課題については大まかにまとめて記述させていただきました。

《 児童・生徒の感想 》
〇 小さい子と遊んだり、ふれ合ったりする機会があまりなかったので、貴重で有意義な時間となりま
した。また、あいにくの雨となりました。はじめは緊張していた顔を見せていた子ともだんだん仲よ
くしゃべれるようになり、最後には抱きついてくれて、かわいいなと癒やされたり…。コミュニケー
ション力や適応力、対応力が試された中で、問題なく楽しい時間を過ごせました。（大玉中３年）

〇 雨が降ったり、ころんだり、よごれたり、つかれたり、あたり一面まっ白だし、風も強いし、さむ
いし、ゴンドラ強風で止まってたし、もう「あ～あ・・・ああ」ってかんじです。景色よかったけど
ね、まあ楽しかったんじゃないかと思います。（玉井小４年）

〇 私がおおたま・オータム・フェスタで感じたことは、中学生の頼もしさです。道がわからなくなっ
た時や他の人がすべってころんでしまった時、優しく声をかけていました。私も中学２年生になった
らそうなりたいと思いました。（玉井小５年）

〇 今まで会ったことがない人がたくさんいたけど、協力して競技をしていくと同時に、チームの人と
仲が深まったような気がしました。同じチームだった中学生と生活すると思うと、中学校へ行くのが
楽しみになりました。（大山小６年）

《 課題 》
● 行事が多い時期である。中学校の新人戦、県駅伝、中間テストがあり余裕がない。土曜、日曜は部
活の大会やクラブの大会が入ることが多く参加できない子もでてくる。

● 前日判断で実施が決まっていたとしても、その日が雨の場合どうするのかをしっかりと決めておく
必要がある。実施可否の判断をみんなが納得できるようなものにしたい。（今回は中止が妥当では…）

● 雨の日のプラン（代替案）を考えておく必要がある。
● 当日の朝雨だった場合、どのような判断になるかを防災無線や一斉メールで知らせる必要がある。
● 延期になると参加できない協力団体の方が多くいて、手が少なくて大変だった。
● 準備や運営等、担当校の負担が大きいので仕事の分担をきちんとするようにする。
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９月１９日（火）は大玉中学校、１１月１７日（金）には大山小学校のオープンスクールが行
われました。
授業参観では、子どもたちの授業を見せていただきました。一人一人が積極的に学ぶ姿、そし

てそれを支え伸ばそうとする先生方の熱心な姿が印象的でした。
学校運営協議会では、学校や幼稚園が設定したテーマに迫るために活発な意見交換がなされま

した。

協議内容で出された意見の主なものを抜粋しますのでご覧下さい。家庭でできることについては積極的に

取り組みましょう。

大玉中学校

□ 昨年度に引き続いて、生徒（９名の学級委員長）が参加し
て各テーブルの協議に入って意見を述べていました。下記は
子どもたちの考えが反映されたものです。

テーマ①「大玉中の伝統は … 守りたいもの、取り戻したいも

の、新しく築きたいもの」

￮ 守りたいもの
・活発な部活動 ・生徒会活動 ・地域と共に頑張ること（地域学校協働活動）
・大玉中の校歌を地域のたくさんの人に覚えてもらうようにする。校歌で交流をもちたい。
・大玉中の礼儀正しいところを発信したい。その一つとして、ボランティア活動をして地域とつな
がりをもってみたい。

￮ 取り戻したいもの
・様々なつながり（生徒同士、男女、先生と生徒等）をもっと大事にしていきたい。そのために、
コミュニケーション力を高めていく。当たり前のことを当たり前にできるようにする。

￮ 新しく築きたいもの
・地域の方々と取り組む行事、大玉村の自然を生かせる行事、挑戦するような行事等を地域の方々
と創り上げていく。そして、それを発信する手立てがあればいい。

￮ 世代間交流と関わること…大玉村は伝統的行事が盛んであるので、オータム・フェスタで田植踊り
等をするということも考えられる。（子どもだけではなく）一緒に作ったり、活動したり、育てたり、
直売所で売ったり、体を動かしたり等して職場体験の学習に生かしつなげていく。

￮ 中学生が地域との架け橋になれればいい。

テーマ②「大玉ブランドを発信するためには…」

￮ 大玉ブランドの発信について（大玉村を知ってもらうために）
・地域の自然や産業・文化、そして、子どもたちの姿を発信する。（ＳＮＳ、ＴＶ、ラジオ等）
・田んぼアート
・大型の掲示板に大きいＱＲコードを記しておいて、いつでもそれを携帯等で読み込むと、説明や案
内が出るようにする。大玉村に関するクイズ大会を行う。

￮ 学校ホームページ … 生徒が関わって作ってみるのはどうか。
￮ 大玉ブランドとは何なのかをもっと話し合いを深めて明確にし、自信を持って説明できるものに！

テーマ③「地域の人たちと共にできることは…」

￮ 保護者や地域の方々に学校の活動にもっと参加していただいたらいいのではないか。
￮ イベントはたくさんあるので、コミュニケーションを大切にする 。まずは「あいさつ」から取り組
む。「こんばんは」「お帰り」等言葉をかえて交流することも大事。子どもから大人に声をかけるのが
いい。(大人から声をかけると不審者として怪しまれることもあるので)
￮ 過去行っていた地域運動会の復活。また、芋煮会等があると地域の方との距離が近くなっていい。
￮ ネットで大玉の職場を調べる学習を行ったが、村には多くの職場があることが分かった。保護者等
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に学校に来ていただいて職場についてより詳しく聞くことができれば、楽しく調べ学習ができるので
はないか。
￮ 保護者同士の交流を増やす。部活動、親子奉仕活動等を継続していくとともに新しいものを作って
もいい。
￮ 地域のつながり… コロナ禍でなくなってしまった交流を取り戻す。子どもたち同士の輪、小さな輪
から大きな輪に広げ、そこから村全体につながっていくような「つながりづくり」をする。
￮ 部活動の地域移行 … 大玉村は子どもと地域のつながりがある。継続できるところはやっていく。

大山幼稚園・大山小学校

□ 大山小学校のオープンスクールの後、大山幼稚園
・大山小学校運営協議会が行われ、課題解決に向け
て様々なアイディアが出されました。

テーマ①「自ら考え、ともに学び育つ子どもを育てるため

に」（家庭学習、読書活動について）【学習】

（家庭学習について）
〇 「家庭学習の手引き」を用いて、取り組み方を紹介
する。（学校）

〇 よい所を褒め、伸ばす。（シール、掲示、コメント等）
（読書について）
〇 読書に親しむための環境づくりを進める。（親子一緒に読書タイム<週に１，２回でも…>、読み聞

かせ、家族で書店に行く機会を増やす、子どもが選ぶ「おすすめの本リスト」づくり等）

〇 大人も読書をする。（時間を確保する、「家庭読書の日」または「家庭読書タイム」をつくる、一

緒に読書することによって、親子の会話を増やす、音読カード・読書カードに親のコメントを記入、

子どもと読んだ本について気軽におしゃべり等）

〇 絵本コーナー（貸し出し）の充実、絵本の紹介（絵本カードづくり）

テーマ②「互いを尊重し、自己マネジメント力を高めるために」【仲よく】
〇 子どもとのふれあいを大事にする。

・ １日１０分でもいいので会話時間を確保する。

・ 大人が子どもの手本になる。（正しい言葉づかい、優しい言葉づかい、あったか言葉<＝あたたか

い言葉>を教える等）

・ テレビを一緒に見ておしゃべりする。（個々のタブレットではなく）

〇 メディアよりも家族との時間を大切にする。また、メディアコントロール強化週間だけに行うの

ではなくて、通常の家庭生活に組み込む。（大人もメディアを使うのを控える<夜中等>）

〇 家庭と学校がつながる。（情報交換の機会を積極的につくる、ちょっとしたことでも子どもを褒め

る機会を増やす等）

テーマ③「望ましい生活習慣や食習慣を身に付けさせるために」【健やか】

〇 今までの取り組みの継続 → 学校と家庭で共に取り組む。（体力向上、う歯治療等）

〇 親子参加型の授業参観や各種事業への参加（親子で運動する、親の遊びを子どもに伝える、一緒

に調理したり食事をしたりする機会、メディアの活用

法を親子で学ぶ<ネット授業等>）

〇 保護者も子どもと一緒に生活習慣の改善に取り組む。

・ 栄養バランスのとれた食事、睡眠時間の確保（１

日の生活リズムの段取りをする<メディアコントロー

ル>） → 自己管理能力を高めることにつながる

〇 親子のつながりをより深める。（寝る前に親子で１日

の反省会をする<１日の生活、出来事等>、関わる時間

をもつよう工夫する<メディアの時間を守る、一緒に遊

ぶ、話を聞く、話す、クラブやスポ少への参加>等）
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お知らせ 【令和６年２月１７日（土）開催予定】

第５回コミュニティ広場 ９：００～１１：４５ 於 大玉村農村環境改善センター

第１部 ｢ 伝えよう！大玉村の魅力と未来 ｣ 大山小･玉井小･大玉中の代表の発表

小・中学生が総合的な学習の時間等での学びを通して、ふるさと大玉村について感じたこ

とや考えたこと、大玉村の魅力やこれからの大玉村をどのようにしていきたいか等について

発表します。

第２部 ｢ ＳＮＳなどの利用を自分でコントロールし、デジタル時代のよき使い手とな

るためにはどうしたらよいか 」 参加者によるフリートーク

子どもたちの生活の課題の現状を知るとともに、その解決に向けて様々な取組を一緒に考

えます。（情報モラル＜いじめや誹謗中傷、長時間使用、ネット犯罪等＞の観点とデジタル化

社会の推進の観点から、どのように子どもたちに指導し、上手に活用していくか）

また、地域や企業、保護者が子どもたちや学校と一

緒にやってみたいことや、子どもたちや学校が地域や

企業、保護者と一 緒にやってみたいこと等について意

見を交流します。

※村内在住者に第１部小・中学生の発表の様子をライブ配

信します。配信ＱＲコードは『広報おおたま１月号』に

掲載します。

※２月１７日にライブ配信する小・中学生の発表動画を、２月１７日の小・中学生の発表終了後か

ら２月２８日まで再度配信しますので、２月１７日と同じ方法でご視聴ください。


